軽井沢（扇平）の湿地を守る会

　　　　　　 代表　今城 治子　様
晩暑の候、ますますご清栄のこととお喜び申し上げます。
日頃より、当町の自然保護対策の推進にご理解とご協力を賜り、ありがとうございます。
　さて、平成19年(2007年)7月30日付で貴会からいただきましたご質問につきまして、下記のとおり回答します。
記
質問１について

平成17年(2005年)7月26日に、町及び県の担当者の立会いのもと、県の環境保全研究所による現地調査を行い、調査の結果、開発予定地内の保全すべき植物は開発予定地内に保存場所を設けて、移植して保全すべきとの対応方針が示されました。

その後、事業者から、「保全すべき植物が最も多く確認された区域を公園として、できる限り現況を保存しながら、加えて、開発予定地内の他の保全すべき植物もその公園に移植する。」との計画が示されたためです。

質問２について

　質問１の回答に記したとおりであり、現在のところ、ご提案の委員会を設ける予定はありません。

質問３について

　自然公園の区域に限らず、ご質問の開発予定地のような都市計画の区域におきましても、開発の実施にあたりましては、自然環境との調和のための配慮がなされるべきものと考えます。具体的な対応につきましては、質問１の回答に記したとおりです。
質問４の１について

　ご質問の同意は、公共施設の管理者としてするものですので、当該同意に係る公共施設の管理上必要な事項があれば、同意の条件とします。

質問４の２について

　町の自然保護対策要綱の基準や、県の自然環境保全条例に基づく事業者と県及び町の三者で締結する自然保護協定の内容に応じ、保存緑地の保全方法などを記していただくこととなるものと考えています。

質問４の３について

　質問４の２の回答に記した自然保護協定により担保します。

平成19年(2007年)８月10日

軽井沢町長　佐　藤  雅　義
